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北海道ポーランド文化協会《第 90 回例会》http://hokkaido-poland.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界遺産登録「ワルシャワ歴史地区」 

2019６/１（土）14：00 ～ 17：00 

北海道大学クラーク会館３F 大集会室２ 
（札幌市北区北 8 西 8） 

 入場無料、予約不要、どなたでも参加できます  

第９回目となる「午後のポエジア」。今回は日本・ポーラン

ド国交樹立 100 年を記念して、日本人とポーランド人の出

演者がポーランドへのさまざまな思いを自由に表現しま

す。改めてポーランドを見つめ直してみませんか。 

第一部 ポーランドの絵本の紹介、古今の詩（ヘルベルト

［生誕 95 年］、シンボルスカ、ミウォシュ、トゥヴ

ィム［生誕 125 年］、スウォヴァツキほか）やショ

パンに思いを寄せる自作詩の朗読など 

第二部 楽器の演奏や歌・踊りをまじえ、ポーランドの

雰囲気を楽しみます。飛び入りも歓迎 

交流会 スナックや飲み物で自由な交流をお楽しみください。 

共催           後援  

お問い合わせ：電話 090-2695-3880（小林）mail: hokkaidopolandca@gmail.com 

日本・ポーランド国交樹立 

100 周年記念事業 

(1919～2019 年) 
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午後のポエジア 

 

 

 

＜第１部＞ 14：00 ～ 

A． ぼくの、わたしのポーランド 

ポーランドの絵本『お月さまってどんなあじ？』 より 熊谷敬子 

『ブロニスワフ・ピウスツキ』カタジナ・ノヴァク著（松家仁訳） 尾形芳秀 

B．対訳で楽しむポーランドの詩 * 

ユリウシュ・スウォヴァツキ（ポーランドロマン派三大詩人の一人、1809‐49） 

「頌歌」（工藤正廣訳） ミハウ・マズル & 菅原みえ子  

ヴィスワヴァ・シンボルスカ（ノーベル賞詩人、1923‐2012）（つかだみちこ訳） 

『橋の上の人々』 より 「可能性」 レナータ・シャレク & 氏間多伊子  

ズビグニェフ・ヘルベルト（1924‐98）（栗原成郎訳） 

「想像力という小箱」 エヴァ・コヴァルスカ & 松山愛羅 

「事物たち」「母とその息子」 バルバラ数井 & 松山莞太 

C．私のポーランド 

チェスワフ・ミウォシュ（ノーベル賞詩人、1911‐2004） 

「私の忠実な言葉よ」（鳥居晃子訳）「鳥たちの王国」（つかだみちこ訳） 村田譲 

ユリアン・トゥヴィム（1894‐1953） 

「一、二の、三Raz, Dwa, Trzy」 シルヴィア・オレーヤージュ & 佐藤レミリア 

「蒸気機関車 Lokomotywa」 ラファウ・ジェプカ 

自作詩 「Mrs. Mの語ったショパン」 長屋のり子 

休 憩 15 分 

＜第２部＞ 15：15 ～ ポーランドコーナー 

 語りと演奏（電子ピアノ）  ～どこか懐かしいポーランド音楽～ 徳田貴子 

イグナツィ・パデレフスキ「6つの演奏会用ユモレスク」より ブルレスカ Op.14-4 

～映画『パン・タデウシュ物語』1999 アンジェイ・ワイダ監督 より～ 

ヴォイチェフ・キラール作曲「ポロネーズ」 坂田朋優 

アダム・ミツキェヴィチ詩「祈り（リトアニアよ、お前は…）」（字幕 清水馨） 熊谷敬子 

 ギターと歌  

A・ミツキェヴィチ詩/マレク・グレフタ曲「不確実性 Niepewność」 バルバラ数井 

 スライドショー  ～私のポーランド～ 

「ポーランドの花」 レナータ・シャレク 

「ポーランドの知られていない町」 ラファウ・ジェプカ 

 劇  ユリアン・トゥヴィム「おおきなかぶ Rzepka」 エヴァ & リリアナ・コヴァルスカ ほか 

斉藤征義氏追悼 宮沢賢治「薤露青（かいろせい）」「牛」 霜田千代麿 

 みんなで弾いて歌って踊って…  「森へ行きましょう」 ピアノ伴奏 坂田朋優 

＜交流会＞ 16：15 ～ 17：00 
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北海道大学クラーク会館 

3F大集会室 2 

2019年 6月 1日（土） 

14:00～17:00 

 

北海道ポーランド文化協会《第 90回例会》 

朗読と交流の会 ＜第 9回＞ 




